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3. 平成 18年度で終了した計画研究  

チンパンジーの認知や行動とその発達の比較研

究 

実施年度（平成 16～18年度） 
課題推進者：松沢哲郎，浜田穣，友永雅己，田中正之，

泉明宏（平成 16年度のみ） 
 

本計画研究では，チンパンジーをはじめとする類人

猿の認知や行動について，形態学的・生理学的研究と関

連させ，発達的変化にも着目した幅広い視点で研究をす

すめてきた．特に，基礎的な知覚・認知機能，姿勢・運

動機能，コミュニケーション，社会的知性などを中心的

な研究トピックとし，チンパンジーだけでなく，ヒトを

含む他の霊長類と比較しつつ計画を進めてきた． 
本計画は，2000年に生まれたチンパンジー3個体を

軸に推進してきた，これまでの計画研究課題「類人猿の

認知行動発達の比較研究（平成 10-12年度）」，「チンパ
ンジー乳幼児期の認知行動発達の比較研究（平成 13-15
年度）」の成果を基盤に，infancy後期から juvenile期に
いたる 4歳から 6歳半の時期におけるチンパンジーの認
知や行動の発達過程をヒトを含む他の霊長類と比較し

つつ検討を進めてきた． 
この 3年間に数多くの共同利用研究者が本計画に

参加した．実験室における個体ベースのコンピュータ課

題を通しての各種知覚･認知機能の発達，乳幼児期の各

種の行動や母子間の相互交渉の発達的変化，さまざまな

文脈における社会的認知の様相の解明．そして，これら

の行動認知研究に加えて，行動特性と遺伝の関係の検討

や，声道形状や骨格系の成長変化についても縦断的な観

察を進めてきた．また，各課題間での連携を推進すると

ともに，関連する自由研究課題や施設利用課題とも共同

で研究を進める体制を整えてきた．その結果，各課題か

らはそれぞれに興味深い成果が得られ，関係する学会等

での発表や論文としての公表も順調に進みつつある． 
今回の計画研究を立ち上げるにあたり，前年の平成

15年 11月 7-8日に共同利用研究会「チンパンジー認知
研究の 25年と今後の展望」を開催し，本計画を推進す
る上でのさまざまな貴重な意見をいただいた．これらを

ふまえて，真摯に計画を進めてきたつもりである．また，

共同利用研究の成果を中間報告というかたちで共同利

用研究員に行っていただき，相互の議論を促進すること

を目的として，共同利用研究会「視線，共同注意，心の

理論（平成 17年 8月 1-2日）」，「自己と他者を理解する
－比較認知発達的アプローチ－（平成 18年 8月 30-31
日）」を開催した．ここでの新機軸として，ポスター発

表というかたちで各研究の進捗状況を報告していただ

いた．この試みは評価も高く，平成 19年度についても
同様の共同利用研究会においてポスターによる中間報

告会を行う予定である． 
本計画研究において実施された各課題の題目と研

究者は以下の通りである． 
 

＜平成 16年度＞ 
西村剛（京都大・理，学振 PD）「チンパンジーにおける

声道形状の成長変化」 
武田庄平（東京農工大・農）「チンパンジー幼児の砂遊

びにおける象徴的操作の実験的分析（3）」 
森口佑介（京都大・文）「チンパンジーにおける注意と

行動の抑制能力とその発達」 
明和政子（滋賀県大・人間文化）「チンパンジー幼児に

おける身振りの発達とコミュニケーション」 
郡司晴元（茨城大・教育）「環境教育における霊長類研

究の成果利用に向けての基礎的調査」 
松澤正子（昭和女大・人間社会）「チンパンジーにおけ

る予測による反応促進の発達」 
小杉大輔（京都大・文，学振 PD）「チンパンジー幼児に

おける意図性の認識」 
伊村知子（関西学院大･文）「陰影による奥行知覚におけ

る比較認知発達的検討」 
丸橋珠樹（武蔵大・人文）「チンパンジーのワッジ処理

能力の発達研究」 
五十嵐稔子（京都府医大・看護）・宮中文子（京都府医

大・看護）・竹下秀子（滋賀県大・人間文化）「ヒ

トとチンパンジーの出産と離乳時期における対処

行動の比較」 
小椋たみ子（神戸大・文）「チンパンジーの社会的認知

能力と模倣及びふり行動」 
足立幾磨（京都大・文）「霊長類乳児における生物学的

運動の認識と複数感覚様相を統合した種概念の発

達」 
大野初江（お茶の水女大・人間文化）・鵜殿俊史（三和

化学研究所）「コンピュータ骨密度解析法によるチ

ンパンジーの骨格発達と加齢変化」 
 
＜平成 17年度＞ 
西村剛（京都大・理，学振 PD）「チンパンジーとニホン

ザルにおける声道形状の成長変化に関する研究」 
村山美穂（岐阜大・応用生物）「チンパンジーの行動特

性の個体差における遺伝的背景の研究」 
大野初江（お茶の水女大・人間文化）・鵜殿俊史（三和

化学研究所）「コンピュータ骨密度解析法によるチ
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ンパンジーの骨格発達と加齢」 
松澤正子（昭和女大・人間社会）「チンパンジーにおけ

る聴覚刺激に対する復帰抑制とその発達」 
服部裕子（京都大・文）「霊長類における視線認識の発

達と視覚的シグナルの生成について」森口佑介（京

都大・文）「チンパンジーにおける注意と行動の抑

制能力とその発達」 
明和政子（滋賀県大・人間文化）「チンパンジー胎児に

おける自己身体探索行動」 
齋藤亜矢（東京芸大・美）「チンパンジーにおける美的

知覚と描画行動」 
牛谷智一（千葉大･文）「物体ベースの注意の側面からみ

た視覚認知の霊長類的起源」 
水野友有（中部学院大・人間福祉）「チンパンジー母子

間における「葛藤」にかんする縦断的研究」 
 
＜平成 18年度＞ 
牛谷智一（千葉大・文）「物体ベースの注意の側面から

みた視覚認知の霊長類的起源」 
村山美穂（岐阜大・応用生物）「チンパンジーの性格評

価法の比較」 
武田庄平（東京農工大・農）「チンパンジー幼児の砂遊

びにおける象徴的操作の実験的分析（4）」 
伊村知子（関西学院大・文）「チンパンジーとマカクザ

ル乳児における絵画的奥行知覚」 
赤木和重（三重大・教育）「他者の否定的な情動に対す

るチンパンジーの反応」 
西村剛（京都大・理）「チンパンジーならびにニホンザ

ルにおける声道形状の成長変化に関する研究」 
服部裕子（京都大・文）「霊長類における「向社会行動」

の基盤となる下位能力の検討」 
森口佑介（京都大・文）「チンパンジーにおける注意と

行動の抑制能力とその発達的変化について」 
松澤正子（昭和女大・人間社会）「チンパンジーを対象

とした色弁別課題における先行刺激の位置の効果

とその発達」 
後藤和宏（慶応義塾大・文，学振 PD）「チンパンジーに

おける視覚探索課題を用いた大域・局所特徴処理

の検証」 
齋藤亜矢（東京芸大・美）「チンパンジーにおける美的

知覚と描画行動」 
 
（文責：友永雅己） 
 
 
 

アジアに生息する霊長類の生物多様性と進化 

実施年度：（平成 16～18年度） 
推進者：平井啓久，正高信男，渡邊邦夫，高井正成，田

中洋之 

 
本計画研究は，時代に即した研究を推進するために

時限で立ち上げた流動部門の発足に合わせて，立案され

たものである．課題の概要は，「マカクならびにテナガ

ザルをはじめとするアジア霊長類の生物多様性を，遺

伝・生態・行動・形態・生理の領域から多角的に分析し，

種分化に関わる進化生物学的考察を行う．加えて，保全

計画に資する生命資源の確保と技術革新を目的として，

精子および遺伝子試料を収集し，その保存および利用に

関する研究も推進する」というものであった．アシアに

生息する霊長類を主対象とした課題であるが，必ずしも

対象動物に限定することはせず，研究内容によっては柔

軟に対処した． 
本計画研究によって行われた研究は，マカク類の生

体防御に対する遺伝的変異性の解析，糞を使ったミトコ

ンドリア全塩基配列の解析法と系統進化研究への応用，

ヘルペスウィルスを用いた新しい技術による不死化細

胞株作製法，染色体特異的プローブ作製のための染色体

顕微切断法，ならびに核内の染色体配置解析法と核内配

置の進化的意義，ニホンザル精子の保存技術の改良，テ

ナガザルの音声特性の実験的解析，がそれぞれ意欲的に

行われた．各研究課題とも方法と成果の両方において，

世界を牽引する内容を含んでおり，共同利用研究成果と

して高く評価されるものであった．これらの成果は共同

利用研究会「アジア霊長類の生物多様性と進化」おいて

も報告され，熱い議論が行われた． 

 

＜平成 16年度＞ 
小田亮，松本晶子「テナガザルが発するソングの構造解

析と種間比較」 
楠比呂志「種の保存を目的としたニホンザル精子の凍結

保存技術の確立」 
田口尚弘「テナガザル類の Y染色体解析用分子マーカ

ーの作製」 
明里宏文「霊長類培養細胞株の樹立」 
郷康広「ヒト特異的機能遺伝子およびヒト特異的偽遺伝

子の探索」 
田辺秀之「霊長類染色体の 3次元核内配置と核型進化・

系統進化に関する研究」 
 
＜平成 17年度＞ 
田口尚弘「テナガザル類の Y染色体解析用分子マーカ
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ーの作製」 
小田亮，松本晶子「テナガザル類の音認知と発声制御に

ついての実験的研究」 
明里宏文「霊長類培養細胞株の樹立」 
田辺秀之，松井淳，天野美保「霊長類染色体の 3次元核

内配置解析と分子系統進化に関する研究」 
安波道郎「マカク属霊長類のMHCクラス Iおよびクラ

ス I様分子とその受容体遺伝子群の比較ゲノム解
析」 

 
＜平成 18年度＞ 
小田亮，松本晶子「テナガザルによる音の認知について

の実験的研究」 
田口尚弘「顕微切断法を用いた微小 Y染色体の解析」 
田辺秀之，松井淳，千葉磨玲，永田妙子「霊長類染色体

の 3次元核内配置解析と分子系統進化に関する研
究」 

安波道郎「マカク属霊長類のMHCクラス Iおよびクラ
ス I様分子とその受容体遺伝子群の比較ゲノム解
析」 

 
                 （文責：平井啓久） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4. 共同利用研究会  

第 7回ニホンザル研究セミナー 

日時：2006年 5月 20日（土）～21日（日） 
場所：霊長類研究所大会議室 
参加人数：60人 
世話人：杉浦秀樹，室山泰之 
 

＜プログラム＞ 
5月 20日（土） 
杉浦秀樹（京都大・霊長研）「開会の挨拶」 
座長：香田啓貴（京都大・霊長研） 
鈴木真理子（京都大・霊長研）「ニホンザルにおける他

個体との近接を保つための見回しとクーコール」 

解説・コメント：下岡ゆき子（京都大・理・人類進

化） 
浅井健一郎（京都大学・理・人類進化）「ニホンザルオ

スグループの自己毛づくろいと他者毛づくろいの

連鎖からみたコミュニケーションの生成プロセス」

解説・コメント：室山泰之（京都大・霊長研） 
 
座長：座馬耕一郎（京都大・霊長研） 
張鵬（京都大・霊長研）Extra large clusters and their social 

structure of Japanese macaques (Macaca fuscata) in the 
Shodoshima Island, Central Japan         
解説・コメント：小川秀司（中京大学） 

森正樹（京都大・霊長研／静岡県農業水産部）「針葉樹

人工林の多い森林におけるニホンザルの生息地選

択」 
解説・コメント：David S. Sprague （農業環境技術
研究所） 

討論 コメンテータ：中川尚史（京都大・理・人類進化） 
懇親会 
 
5月 21日（日） 
座長：山田彩（京都大・霊長研） 
栗田博之（大分市教育委員会）「高崎山の餌付けニホン

ザル群における雌の栄養状態と個体群動態につい

て」 
安富舞（日本獣医生命科学大・獣医・野生動物）「ニホ

ンザルの行動特性に応じた保護管理手法の検討」 
座長：鈴木克哉（京都大・霊長研） 
吉田洋（山梨県環境科学研究所）「ニホンザルによる被

害と被害防除の実態－富士北麓地域における事例

－」 
本田剛（山梨県）被害防止柵の効果を制限する要因－パ




